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教科書の調査研究報告書 

安芸高田市・山県採択地区合同調査員会 

校 種 教 科 教科用図書目録に搭載された教科書総数 本報告書の総ページ数 

小学校 算 数 ６ ４ 

 

調査研究の観点及び各教科書の特徴 

   

観点 

 

発行者 

基礎・基本の定着 

（単元の流れ，導入と学習

内容） 

学習方法の工夫 

（日常との関わり，作業・体

験活動） 

内容の構成・配列・分量 

（ページ数，単元の配列・分量，ヒ

ントや吹き出し数） 

内容の表現・表記 

（視覚資料，図・表の扱い） 

言語活動の充実 

（説明等の場面設定，

ノート指導の記載等） 

２ 

東書 

○単元の導入で，単元全体

に関わる焦点化した問題

を提示し，少ない課題でじ

っくり考えさせるように

している。 

○単元間に「おぼえている

かな？」を設け，既習事項

を確認するページが用意

されている。 

○練習問題が適量で，理解

の定着をしっかり行うこ

とができる。 

○特設ページ「ふりかえり

コーナー」で学習内容が簡

潔に整理され，復習できる

ようになっている。 

○面積の求積の「公式をつく

ろう」という課題を設定し，

創造的な学習の展開を仕組

んでいる。 

○「力をつけるもんだい」「し

あげ」と自力解決問題を多く

取り入れている。 

○「算数の目で見てみよう」

という社会的な事象を数学

的に解釈する問題を取り入

れている。 

○生活や社会でのデータを

用いて，グラフや関数の問題

にし，生活に活かすように仕

組んでいる。 

○トレーシングペーパーが

準備されている。 

○ヒントや吹き出しは適量であ

る。 

○「算数の目で見てみよう」等

複数の単元や領域の内容を総合

的に活用する問題を多く取り上

げている。（５年生以上） 

○単元末の「しあげ」の右側

注に質問方式で，単元の中で

の学習内容の重要な知識や技

能，考え方に気付くように構

成されている。 

・教科書ページ数 低学年平均

200P，高学年平均 250P 

・活用・発展等問題数 通算２

２８問 

○６人の児童（名前区別あり）

と立体（ボール・キューブ・

テトラ）の吹き出しが手がか

りとなり問題解決に役立つ。

またチャレンジや補充のキャ

ラクター，ふりかえりのやじ

るしが適宜入れられている。 

○全体の色使い，文字の大き

さ・太さ，色等に工夫があり，

分かりやすい。特に図やの数

直線の線が若干太く強調され

ており，大事な式や考え方，

問題を枠で囲み，それぞれに

決まった色が付いていて区別

しやすく分かりやすい。 

○作図や筆算など手順を思い

出すための説明が丁寧に図示

してある。またコンテンツが

ＨＰ上にあり，家庭に帰って

も活用できる環境が提供され

ている。 

○特設ページ「算数マ

イノートをつくろう」

の見開き２ページを

２箇所に設け，実際の

ノートを例示し，書き

方の工夫（書くと良い

項目）や感想の視点を

別に明確にして表記

している。 

○単元間に設けてあ

る「考えよう伝えよ

う」には「図や式など

算数的な表現を用い

て書く」，「説明しよ

う」，「話し合いましょ

う」という言語活動例

が示されている。 

 

４ 

大日本 

▲「文字を使った式」の単

元では，図形の求積を導入

○学習のはじめに生活の事

象が取り上げられており，ま

▲「文字を使った式」の単元で

は，面積の求積を問題として多

○うさぎと複数の児童の吹き

出しが手がかりとなり問題解

▲特設ページ「算数の

学び方」の見開き２ペ
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問題とし，学習の主題が分

かりにくく学習の見通し

を立てにくい。 

○５・６年生の巻末に「チ

ェックアンドトライ」とい

う前学年の内容の定着を

図る問題が用意されてい

る。 

た，学習問題もスポーツなど

児童が興味を持ちそうな話

題が使われている。 

○「算数玉手箱」という社会

的な事象を数学的に解釈す

る問題を取り入れている。 

 

く取り扱っており，多様性や他

への適用性に欠ける面がある。 

○問題を提示後，ページをめく

らないと解決方法や答えが見え

ない構成となっており，既習内

容をもとに問題の解決を図る学

習活動を充実させやすい。考え

方や理由を書き込むスペースが

ふんだんに用意されており，個

人思考や表現の場を設定してい

る。 

○すべての学年で通年１冊にな

っており，振り返りがしやすい。 

○「ふりかえろう」が適宜設定

され，振り返りの視点が分かり

やすい。 

・教科書ページ数 低学年平均

200P，高学年平均 246P 

・活用・発展等問題数 通算１

５９問 

決に役立つ。「ふりかえろう」

のかえるのキャラクターも適

宜入れられている。 

▲文字や絵図が小さめで，紙質

のためか発色が悪く紙面にメリ

ハリがない。 

○１時間で学習する内容の見通

しが持てる印（葉っぱ）を示し

ている。 

○デジタルコンテンツもあり，

HP上で見ることができる。 

 

ージを教科書のはじ

めの方に設け，実際の

ノートを例示してい

る。ノートの書き方の

ポイントは３点のみ。

むしろ学習の進め方

を重点的に記してい

る。 

11 

学図 

○「学びの準備」という既

習事項を確認するページ

が用意されている。 

○１時間の指導内容が精

選されており，ゆとりがあ

る。 

▲相対的に練習問題が少

なく，理解の定着を図りに

くい面がある。 

 

○単元に入る前に「学びの

準備」というページがあり，

これまでの生活経験をふり

返る「見たことあるかな」

とレディネス問題の「思い

出してみよう」を設けてい

る。 

○単元間に「チャレンジ算

数を使おう」のコーナーが

あり，生活の中で学習した

ことをつかって問題解決型

の学習が設定できるように

なっている。 

○全体的に余裕のある構成で，

精選されている。 

○６年生に別冊の「中学校へ

のかけ橋」があり，前半は復

習，後半は中学校の数学に体

験的に触れさせる工夫があ

る。 

・教科書ページ数 低学年平均

219P，高学年平均 275P 

・活用・発展等問題数 通算１

５２問 

○鳥のようなキャラクターと

４人の児童の吹き出しが手が

かりとなり問題解決に役立

つ。まとめの吹き出しでは博

士のキャラクターが適宜入れ

られている。 

○色鮮やかな写真であり，絵図

等にも立体感がある。 

○３学年の「表とグラフ」の

資料に，教科書の右下隅に

様々な車の写真が掲載されて

いる。「正」の字で集計する学

習の必要性を体感できる。 

○２年生以上の巻頭「さんす

▲特設ページ「ノート

名人になろう」を１ペ

ージ設け，実際のノー

トを例示し指導のポ

イントを簡単に説明

しているが，情報量が

不十分である。 

○教科書冒頭に見開

きページで，「算数で

よく使う考え方」とし

て，類推・帰納・演繹

などの考え方の具体

例を示して説明して

いる。 
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うたんけんたい」では，身近

に存在する算数的事象を写真

で紹介しており，興味関心を

高めたり，生活の中の算数の

有用性に気付かせることに役

立つ。 

17 

教出 

▲「文字を使った式」にお

いて導入から計算の仕組

みや３つの文字を示すな

ど，難解な場合がある。 

○各単元の中にある適用

問題，練習問題が厳選され

ており，理解の定着をしっ

かり行うことができる。 

○特設ページ「学びの手

引き」でつまずきの多い

作図技能について丁寧に

解説し，「学びのマップ」

（５・６年）で，既習事

項の復習ができるように

している。 

○単元末のまとめで，４コマ

漫画で振り返らせ，復習への

意欲・関心を高めている。 

○単元末で「学んだことを使

おう」という活用する問題を

取り入れている。 

○学年末に「算数を使って考

えよう」というコーナーを設

け，いくつかの資料を見て総

合的に課題を解決する問題

が用意されている。（４年生

以上） 

▲単元名のみの記載で，単元の

めあてが記載されていない。 

○学年初めに，授業びらき用の

教材が用意され，学習の流れが

示されている。 

○ページ下のトピック「よく

あるまちがい」の記述は児童

の実態をとらえており，主体

的な学習につながる。 

○家庭学習問題「ステップア

ップ算数」は単元ごとに，「き

ほんの問題」と「レベルアッ

プを問題」が設けてあり，主

体的に学習できるようになっ

ている。 

・教科書ページ数 低学年平均

222P，高学年平均 266P 

・活用・発展等問題数 通算１

６２問 

 

○既習事項を生かして考える

ことを促すどんちゃんと，発

展的な見方を促すぐりちゃん

を設けている。４人の児童の

吹き出しが手がかりとなり問

題解決に役立つ。 

○全体の色使いが優しい。肌

色（オレンジ系）を多く取り

入れている。 

○算数用語が赤字で示されてお

り，キーワードとして分かりや

すい。 

○問題文の文字が大きく，問

題に着目しやすい。 

○余白が十分にあり，１ペー

ジ全体が見やすく，無理に開

く必要がなく扱いやすい。 

○問題番号等の記号の種類が

少なく，分かりやすい。 

▲特設ページ「学びの

手引き」として「友だ

ちのノートを見てみ

よう」を設け，実際の

ノートを例示してい

るが，ノートづくりの

ポイントが分かりに

くい。 

○教科書の上巻に「算

数で使いたい考え方」

として，子どもの言葉

で数学的な考え方が

示されている（３年生

以上）。 

61 

啓林館 

▲面積の後半部分（台形・

ひし形）の記述が少なく，

理解に時間を要する場面

の内容が少ない。 

○１時間１ページの学習

の構成の中では，練習問題

が少なく見えるが，巻末の

「もっと練習」で練習問題

▲課題提示の際に，大胆に紙

面を使用しているが，問題意

識の高揚には効果的とは言

いにくい。 

▲「算数実験室」「読み取る

算数」「わくわく算数学習」

など，トピックスが多く入っ

ているが，問題の量や種類が

○１単位時間１ページの学習の

構成であり，１ページずつに適

用問題を配置するようにし，習

得の状況を評価できるようにし

ている。 

○右脚注「おたすけ」，「きっか

け」等，言葉で示した吹き出し

があり，理解や思考を深める支

○鉛筆と４人の児童の吹き出

しが手がかりとなり問題解決

に役立つ。 

▲写真が少なく，絵に統一感が

ない。 

○表紙の表裏の絵に算数的な意

味を持たせ，工夫している。 

▲入門期において，「５」のかた

○特設ページ算数資

料集 考えがよく分

かる「わくわく算数ノ

ート」を設け，二つの

ノートを比較し，よい

ノートにするポイン

トを説明している。 

○巻末に算数資料集が
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が確保されており，個別に

対応できる。 

○単元に入る前に，既習事

項を確認するページが用

意されている。 

○「算数アスレチック」と

いう，学習した内容を再確

認するページが，節目節目

に設けられている。 

多い。 

○色紙などを使った作図や

算数の自由研究など，楽しみ

ながら学ぶコーナーがある。 

援には有効である。 

○低学年段階から，単元間の随

所に総合的に活用する問題を多

く取り上げている。 

○５学年の面積の学習では，三

角形→平行四辺形の順で進める

構成となっている（他社は逆）。 

○計算領域の練習問題では，例

題との関連が明記されているの

で分かりやすい。 

・教科書ページ数 低学年平均

246P，高学年平均 284P 

・活用・発展等問題数 通算２

８１問 

まりで捉えさせるので「１０」

のかたまりで捉えることにつな

がりにくい。大きい数の図示が

数え棒になっている（他社はタ

イル図）。 

○教科書の使い方・学習の進

め方を「上」のＰ4～７を使い

とても分かりやすく表記して

いる。「下」には目次の次頁に

コンパクトにまとめてあり，

分かりやすい。 

 

あり，分かりやすい説

明の仕方が，話型とと

もに示してある。 

○巻末の算数資料集

は，色分けされており，

指導すべき内容がひと

まとめになって，活用

しやすい。 

116 

日文 

▲側注は，補足やヒントな

ど工夫されているが情報

量が多い。 

○単元に入る前に，「次の

学習のために」という既習

事項を復習するレディネ

ス問題が用意されている。 

○巻末に「算数マイトラ

イ」という習熟度に応じて

難易度の異なる自力解決

のための問題が用意され

ている。 

 

○生活や社会に関連付けた

内容「いち・に・算活」を

単元間に取り上げ，学習し

たことを実際の場面に活か

すことで学ぶ意欲につなげ

ている。 

○学年末に，理由や方法を記

述させる活用問題が用意さ

れている。（４年生以上） 

○巻末付録：問題解決的な

学習を進めていく上での資

料「ガイド」と「算数で使

いたい言葉・考え方」がつ

いており，切り取って随時

使用できる。 

 

▲横長 AB 版紙面は，机上の占

有面積が大きく，他の作業がで

きにくい面がある。 

○絵や図，言葉，式などの相互

の関連を整理したり図を使いこ

なしたりするためのページが

「よみとろう あらわそう」と

して設けられている（２年生以

上）。巻末ではなく，単元間に設

けられ，具体的な例題とリンク

している。 

○「いち・に・算活」に，算

数的活動ともリンクさせなが

ら，発展問題的な扱いの課題

が単元間に設けられている。 

・教科書ページ数 低学年平均

248P，高学年平均 293P 

・活用・発展等問題数 通算２

８８問 

▲６人の児童が吹き出しや考

えの提示などで学習を進めた

り，深めたりする役割を果た

している反面，児童に提供す

る情報量が多くなり過ぎる面

ある。 

○デジタル教科書の用意がある

（要購入）。 

 

○特設ページ「算数ノ

ートをつくろう」を設

け，実際のノートを例

示し指導のポイント

を説明している。 

○問題番号にあるコ

メント「どうしてがい

えるかな」や右側注の

コメント「もう一度考

えよう」，特設ページ

「活用」等において，

考え方を言語化させ

る場を設定している。 

 


